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研究主題 「一人一人を大切にし、信頼関係に立つ教育の推進」に関する本校の実践 

                                  

学校名 越谷市立千間台小学校 

   

はじめに 

 本校は千間台駅の西側に学区があり、多く新興の住宅地やマンションや、古くからの農家など、多様な地区が

混在している環境の中で、１０００人を超す児童とともに教育活動を行っている。多様な価値観の保護者や家庭

環境が見られる中で、児童一人一人に目を配り、誰もが安心して通える学校づくりのために様々な取り組みを実

践している。 

 

 

 

 

（１）小中連携を通しての取組 

①３校合同研修会の実施 

   夏季休業中に中学校区の３校（小学校２校・中学校１校）による、合同の研修会を実施する。生徒指導上

の課題がみられる児童の実態や家庭環境等について情報交換を行うことで、課題解決を図る。また、事例研

修も行い不登校などの具体的な問題について対策を話し合うことで、職員の実践的な指導力の向上を図ると

ともに、小・中学校によって違う立場や考え方に触れる機会を設ける。 

   今後は、学校や生活のきまりについても情報交換を行い、小中一貫した生活指導や学習指導が行えるよう

にしていきたい。 

 ②地域も交えた協働・連携 

   近隣小・中学校の教職員、ＰＴＡ、地域の方々と共に、定期的に夜間のパトロールを実施し、児童の健全

育成を図っている。また、夏季休業中に上記の３校合同研修会とは別に、近隣中学校職員と民生委員さんと

の懇談会をもち、問題行動をもつ児童の家庭環境を理解し、生徒指導に生かしている。 

 

（２）本校での取組 

 ①一年間を通した学校全体のあいさつ運動 

   校長・教頭・教務・安全主任ほか、教職員と集会委員会の児童が、朝登校してくる児童にあいさつ運動を

実施している。「笑顔のあいさつ・ありがとうの声が聞こえる千間台小学校」を目標に、児童・教職員で取

り組み、あいさつの声が響き合うようになってきた。 

 ②毎月の生徒指導部会をもとにした、問題行動の予防と早期発見、組織全体での対応 

   生徒指導部会では、管理職の指導助言のもと、生活目標の方策と成果・課題の考察、積極的生徒指導の推

進、問題をもつ児童や不登校傾向にある児童の対応を中心に情報の共有化、校内指導体制計画の策定、夏季

休業中に校内生徒指導研修会の実施等、生徒指導にかかわる全指導の中心となるよう努めている。 

 ③児童理解研修会等の児童理解の促進と個に応じた積極的な生徒指導の促進 

   本校では、特別支援学級を設置していないが、支援や配慮を必要とする児童が各学年に在籍している。支

援を必要とする児童を理解し、個別指導を効果的なものにするために、児童理解研修会を年３回実施してい

る。個々の教育支援プランを作成し、特別支援員の講師に個別支援をお願いしたり、特別支援学校のコーデ

ィネーターに一人一人の児童にあった指導の仕方や助言をいただいたりして、個別指導に生かしている。 
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１ 教師と児童生徒の信頼関係を築くために、あるいは、いじめ・暴力行為・不登校等の生徒指導上の課題

を解決するために、小中連携（小中一貫）をとおして具体的にどのような取り組みをしているか。 



 ④共通理解事項と千間台小のやくそくを基にした指導の実践 

   学校のきまりを明確にし、指導の根拠とするために、児童・保護者どちらにも「千間台小のきまり」を配

布し、生活指導をしている。また、教職員には、内容をより具体的にした共通理解事項を年度当初に確認し、

すべての職員が同じ基準をもって指導が行えるようにしている。時代の変化や、文房具などの技術発展によ

る持ち物の変化に応じるため、毎月の生徒指導部会や年度末に内容を見直したり、新しい課題への対応を判

断したりしている。 

 

⑤学校―家庭の共育「学校・家庭生活ふり返りカード」の活用 

   学校生活のきまりと基本的生活習慣の確立に向けて、７月と１２月に生活ふり返りカードを実施している。

児童の自己評価と家庭生活についての保護者による評価を行い、学校と家庭とが連携を図りながら児童に基

本的な生活習慣を身に着けさせるようにしている。 

     

 ⑥「なかよしアンケート」の実施と集団になじめない児童の支援・いじめの防止と解消 

   学校生活に関するアンケートを６月と１０月に実施し、問題のある児童の状況を把握し、改善を図るため

の具体的な手立てを実施している。（いじめを受けている児童への対応、いじめをしている児童への対応、

友達関係で悩みをもつ児童への対応等） 

 

終わりに 

   前述の通り、大規模校である本校には多様な価値観をもった家庭や児童がいる。児童一人一人の実態をし

っかり把握し、個に応じた指導を実践していくとともに、共通理解・共通行動ができるように、日々の活動

を積み重ねていきたい。 


